
５月 21 日（日）
町立中学校体育会

表紙写真 ： 宇美南中学校

『超
こえる

』
「学年を超えて団結し、

　自分を超えて成長し、
　　想像を超えた体育会を創ろう」

! ! ! ! ! !
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防災行政無線が聞き取りにくい時は、☎０１２０-８９８-２５５ にお電話をしていただければ、防災行政無線の内容が確認できます

主な内容
P2 選挙の投票区、投票所が変わります
P3 宇美町町制施行１００周年記念事業

シンボルマーク＆キャッチフレーズを募集します！
P4 アビスパ福岡と「フレンドリータウンに関する協定

書」を締結しました
P5 宇美町商工会プレミアム付き地域商品券販売開始！
P6 平成29年度後期高齢者医療制度の保険料について

チーム綱引き（全学年）
～その力が、伝説になる～

選手宣誓

校歌斉唱入場行進



　

宇
美
町
選
挙
管
理
委
員
会
で

は
、
期
日
前
投
票
制
度
の
定
着
に

よ
り
、
多
く
の
方
々
が
期
日
前
投

票
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
や
、
投
票
所
の
場
所
が
わ
か
り

に
く
い
と
い
う
町
民
の
皆
さ
ま
か

ら
の
ご
意
見
な
ど
を
受
け
、
下
記

の
と
お
り
、
小
学
校
区
に
あ
わ
せ

て
投
票
区
、
投
票
所
の
見
直
し
を

行
い
ま
し
た
。

　
投
票
区
、
投
票
所
が
変
わ
る
区

域
の
皆
さ
ま
に
は
ご
不
便
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

宇
美
町
は
、
大
正
９
年
10
月

20
日
に
町
制
を
施
行
し
て
か
ら

２
０
２
０
年
（
平
成
32
年
）
で

１
０
０
年
、
実
に
１
世
紀
と
い
う

記
念
す
べ
き
大
き
な
節
目
の
年

を
迎
え
ま
す
。

　
そ
こ
で
当
町
で
は
、
町
制
施
行

１
０
０
周
年
を
迎
え
る
意
義
や

喜
び
を
町
民
の
皆
さ
ま
と
一
緒

に
分
か
ち
合
う
た
め
に
、
町
民
の

皆
さ
ま
と
共
に
創
り
、
共
に
祝
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
記
念
事

業
を
、
こ
れ
か
ら
企
画
・
実
施
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
こ
の
記
念
事
業
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
、
広
報
う
み
や
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
は
じ
め
、
ポ
ス

タ
ー
や
各
種
制
作
物
な
ど
に
広

く
活
用
で
き
る
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
お
よ
び
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

を
募
集
し
ま
す
。

投 票 区 投 票 所 自 治 区 域
（太字が変更となる自治区域）

第 一 投 票 区
（ 宇 美 小 学 校 区 ）

宇 美 小 学 校 体 育 館

上 宇 美 一 上 宇 美 二
上宇美本通り 上 河 原
辻 荒 木 馬 場
下 宇 美 四 王 寺
炭 焼 一 炭 焼 二
炭 焼 四 大 谷
末 広 貴 船

第 二 投 票 区
（ 井 野 小 学 校 区 ）

井 野 小 学 校 体 育 館
井 野 ひばりが丘一
ひばりが丘二 ひばりが丘三
平 成

第 三 投 票 区
（ 原 田 小 学 校 区 ）

原 田 小 学 校 体 育 館

鎌 倉 福 博 鎌 倉
新 成 炭 焼 三
原 田 下 原 田 中 央
原 田 上 明 治 町
仲 山 四 王 寺 坂 一
四 王 寺 坂 二 四 王 寺 坂 三

第 四 投 票 区
（宇美東小学校区）

宇 美 東 小 学 校 体 育 館

上 の 原 障 子 岳
と び た け 一 と び た け 二
と び た け 三 宇 美 東
山 ノ 内

第 五 投 票 区
（ 桜 原 小 学 校 区 ）

桜 原 小 学 校 体 育 館

三 原 黒 穂
柳 原 桜 原
福 博 中 央 早 見
林 崎 浦 田
大 名 坂 神 山 手

●問い合わせ　宇美町選挙管理委員会　☎ 932-1111　　　　

選挙の投票区、投票所が変わります

①
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

•

カ
ラ
ー
お
よ
び
モ
ノ
ク
ロ
、
縮
小

加
工
に
も
対
応
で
き
る
デ
ザ
イ
ン

と
し
て
く
だ
さ
い
。

•

応
募
用
紙
ま
た
は
Ａ
４
判
白
色
用

紙
の
縦
横
20
㎝
の
枠
内
に
デ
ザ
イ

ン
し
て
、
折
り
曲
げ
ず
に
提
出
。

電
子
デ
ー
タ
に
よ
る
提
出
も
可

能
。（
詳
し
く
は
募
集
要
項
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
）

②
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

•

20
文
字
以
内
。
記
号
や
ス
ペ
ー
ス

も
１
文
字
で
す
。

①
募
集
要
項
と
応
募
用
紙
は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
役
場
、
う
み
・
み
ら

い
館
、
う
み
ハ
ピ
ネ
ス
で
入
手
で

き
ま
す
。

②
応
募
用
紙
に
記
入
し
て
郵
送
、
持
参

ま
た
は
メ
ー
ル
で
下
記
応
募
先
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
作
品
は
応
募
用
紙
以
外
の
Ａ
４
用

紙
ま
た
は
電
子
デ
ー
タ
で
の
提
出

も
可
と
し
ま
す
）

③
1
人
1
点
の
応
募
と
し
ま
す
。

　
（
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
お
よ
び
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
の
両
方
に
応
募
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、

そ
れ
ぞ
れ
応
募
用
紙
を
作
成
し
て

く
だ
さ
い
）

平
成
29
年
７
月
31
日
（
月
）
必
着

※
郵
送
の
場
合
７
月
31
日
消
印
有
効

①
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
（
採
用
作
品
）

　
１
点

•

賞
状
お
よ
び
賞
金
３
万
円　

②
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
（
採
用
作
品
）

1
点

•

賞
状
お
よ
び
賞
金
2
万
円　

※
受
賞
者
の
年
齢
な
ど
に
よ
っ
て
は
、

賞
金
額
の
範
囲
内
で
内
容
を
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
応
募
作
品
は
未
使
用
で
未
発
表
の
自

作
作
品
に
限
り
ま
す
。
ま
た
返
却

は
い
た
し
ま
せ
ん
。

②
採
用
作
品
の
著
作
権
は
宇
美
町
に
帰

属
し
ま
す
。
使
用
に
あ
た
っ
て
補

作
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●問い合わせ　町制施行１００周年事業推進事務局　☎ 932-1111

宇美町町制施行１００周年記念事業
シンボルマーク＆キャッチフレーズを募集します！

募
集
内
容

１

応
募
方
法

２

応
募
締
切

３

採
用
作
品

４

注
意
事
項

５

審
査
・
発
表

６

応
募
先・問
い
合
わ
せ

７
　
「
宇
美
町
町
制
施
行
１
０
０
周
年

記
念
事
業
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
お
よ
び

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
選
考
会
議
」
で
審

査
の
上
、
採
用
作
品
を
決
定
し
ま
す
。

な
お
、
採
用
作
品
は
９
月
以
降
に
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
発
表
し
ま
す
。　

〒
８
１
１
‐
２
１
９
２

福
岡
県
糟
屋
郡
宇
美
町

　
　
　
　
　
　
宇
美
５
丁
目
１
番
１
号

宇
美
町
役
場　
町
制
施
行
１
０
０
周
年

事
業
推
進
事
務
局　

☎
０
９
２
‐
９
３
２
‐
１
１
１
１

（
内
線
２
２
１
）

Ｅ
メ
ー
ル
： 100syuunen@

tow
n.

um
i.lg.jp

※
持
参
さ
れ
る
場
合
は
、
恐
れ
入
り
ま

す
が
、
平
日
8
時
30
分
～
17
時
15

分
に
、
役
場
本
館
２
階
の
同
事
務

局
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
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こ
と
ば
の
遅
れ
・
心
身
の
発

達
が
気
に
な
る
お
子
さ
ん
の
相

談
・
支
援
・
検
査
な
ど

　
０
歳
～
就
学
前
の
お
子
さ
ん

　
１
時
間
程
度
（
要
予
約
）

　
無
料

　　

遊
び
を
通
し
て
社
会
性
・
運

動
・
認
知
・
言
語
・
生
活
な
ど

の
訓
練

　
０
歳
～
就
学
前
の
お
子
さ
ん

　
２
時
間
程
度
（
毎
週
１
回
）

　

世
帯
の
収
入
に
応
じ
た
負
担

と
な
り
ま
す
。
お
や
つ
代
と
し

て
、
利
用
１
回
に
つ
き
50
円
。

★
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
ま
ず
は
、
お
電
話
で
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
）

▼
療
育
な
ど
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

こ
ど
も
療
育
セ
ン
タ
ー
「
す
く

す
く
」

宇
美
町
貴
船
２
丁
目
40
番
２
号

☎
９
３
４
‐
３
９
３
３

　
こ
ど
も
療
育
セ
ン
タ
ー
に
て
、

言
語
の
発
達
を
主
と
し
た
個
別

療
育
を
し
て
い
た
だ
け
る
言
語

聴
覚
士
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
資
格
要
件
：
言
語
聴
覚
士
免

許
を
有
す
る
者

○
業
務
内
容
：
発
達
相
談
お
よ

び
療
育
訓
練
に
関
す
る
こ
と

（
発
達
相
談
、
構
音
検
査
、
個

別
言
語
訓
練
）

○
勤
務
時
間
な
ど
：
10
時
～
16

時
の
月
曜
日
（
月
３
回
程
度
）

○
募
集
人
数
：
１
名

○
採
用
期
間
：
平
成
29
年
8
月

1
日
～
平
成
30
年
3
月
31
日

　
（
経
験
者
歓
迎
）

○
報
酬
金
額
：
１
日
に
つ
き

１
３
，
０
０
０
円

○
受
付
期
間
：
7
月
7
日
（
金
）

ま
で
（
郵
送
の
場
合
は
当
日

消
印
有
効
で
す
）

○
面
接
日
：
7
月
中
旬

▼
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

　
〒
８
１
１
‐
２
１
３
１

　
宇
美
町
貴
船
２
丁
目
28
番
１
号

　
う
み
ハ
ピ
ネ
ス

　

子
育
て
支
援
課　

子
育
て
支

援
係

　
☎
９
３
３
‐
１
３
２
２

　

　
ア
ビ
ス
パ
福
岡
と
「
フ
レ
ン
ド
リ
ー

タ
ウ
ン
に
関
す
る
協
定
書
」
を
締
結
す

る
に
あ
た
り
、
４
月
29
日
（
土
・
祝
）

に
ア
ビ
ス
パ
福
岡
の
本
拠
地
で
あ
る
レ

ベ
ル
フ
ァ
イ
ブ
ス
タ
ジ
ア
ム
に
て
、
同

じ
く
協
定
書
を
締
結
さ
れ
た
志
免
町
と

合
同
で
調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、
宇
美
町
お
よ
び
志
免

町
が
推
進
す
る
「
地
域
活
性
化
と
ス

ポ
ー
ツ
文
化
の
振
興
」
な
ら
び
に
、
ア

ビ
ス
パ
福
岡
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
地

域
に
根
ざ
し
た
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
お

よ
び
「
地
域
に
生
活
す
る
人
々
と
と
も

に
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
に

夢
と
感
動
を
、
地
域
に
誇
り
と
活
力
を

与
え
る
」
こ
と
を
実
現
す
る
た
め
、
相

互
に
協
力
し
、
友
好
関
係
を
保
持
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
宇
美
町
で
は
、
ア
ビ
ス
パ
福
岡

と
の
連
携
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
に
よ

り
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
内
容
を
よ
り
一
層

充
実
さ
せ
て
い
く
予
定
で
す
。

●問い合わせ　まちづくり課　共働のまちづくり係　☎ 934-2370　　　　

アビスパ福岡と「フレンドリータウンに関する
協定書」を締結しました

●問い合わせ　子育て支援課　子育て支援係（うみハピネス内）　☎ 933-1322　　

すくすくだより

　

宇
美
町
こ
ど
も
療
育
セ
ン

タ
ー
「
す
く
す
く
」
は
、
宇
美
町

が
運
営
す
る
事
業
所
で
す
。
０
歳

～
小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
の

発
達
や
子
育
て
に
不
安
を
抱
え

て
い
る
保
護
者
の
相
談
機
関
で

す
。
年
々
利
用
者
も
増
え
、
昨
年

度
は
２
０
０
名
を
超
え
ま
し
た
。

相
談
に
は
、
専
門
士
ス
タ
ッ
フ
が

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
に
あ
っ
た

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

☆
こ
ん
な
こ
と
を
言
わ
れ
た
、

ま
た
は
思
っ
た
こ
と
が
あ
れ

ば
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

•

落
ち
着
き
が
な
い

•

か
ん
し
ゃ
く
が
強
い

•

こ
と
ば
が
で
な
い

•

視
線
が
合
わ
な
い

•

名
前
を
呼
ん
で
も
振
り
向
か
な
い

•

こ
だ
わ
り
が
強
い

•

友
達
と
遊
べ
な
い

•

よ
く
怒
ら
れ
る　
な
ど

指
導
内
容

指
導
内
容

相
談
対
象

療
育
対
象

療
育
時
間

使

用

料

相
談
時
間

使

用

料

集

団

療

育

個
別
発
達
相
談

・
個
別
療
育

　
７
月
10
日
（
月
）
か
ら
宇

美
町
商
工
会
プ
レ
ミ
ア
ム
付

き
地
域
商
品
券
（
１
万
円
購

入
で
、
１
万
１
千
円
分
の
商

品
券
）
を
販
売
し
ま
す
。

※
詳
細
は
宇
美
町
商
工
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
チ
ラ
シ
・
ポ

ス
タ
ー
な
ど
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

【
販
売
所
】

　
①
宇
美
町
商
工
会
（
９
時
～

17
時
）（
土
・
日
・
祝
日

を
除
く
）

　
②
（
株
）
ユ
ー
ビ
オ
ス
特
設

会
場
（
10
時
～
18
時
）

【
販
売
期
間
】

　
７
月
10
日
（
月
）
～

　
売
り
切
れ
次
第
終
了

【
使
用
期
限
】

　
12
月
31
日
（
日
）
ま
で

【
購
入
方
法
】

　
購
入
引
換
券
に
記
入
。

　
１
人
５
万
円
（
１
冊
：
１
万

円
単
位
）
ま
で
。

　
な
お
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行

う
場
合
は
、
１
世
帯
に
つ
き
20
万

円
（
20
冊
）
を
限
度
と
し
て
購
入

で
き
ま
す
が
、
商
工
会
に
て
所
定

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

【
販
売
元
】

　
宇
美
町
商
工
会

　
　
（
後
援
：
福
岡
県
・
宇
美
町
）

●問い合わせ　宇美町商工会　☎ 932-0443　　　

宇美町商工会プレミアム付き地域商品券販売開始！

すくすく玄関▶

◀集団療育の様子
　（バルーンで風を楽しみながら
　協調性を高めます。）

言
語
聴
覚
士
を

募
集
し
て
い
ま
す
!!
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●問い合わせ　住民課　国保医療係　　　　　　　　　　☎ 934-2241
　　　　　　　または　福岡県後期高齢者医療広域連合　☎ 651-3111　

平成 29 年度
後期高齢者医療制度の保険料について

保
険
料
は
、平
成
28
年
中
の
所
得
金
額
と

世
帯【
注
１
】の
状
況
を
基
に
算
定
を
行

い
、決
定
し
ま
す
。

【
注
１
】｢

世
帯｣

と
は
、
平
成
29
年
４
月
１
日

時
点
の
世
帯
（
75
歳
に
な
る
人
、
県

外
か
ら
の
転
入
者
な
ど
は
そ
の
時

点
）
を
基
準
に
し
て
い
ま
す
。

　
被
保
険
者（
加
入
者
）の
皆
さ
ん
へ「
平
成

29
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決

定
通
知
書
」を
７
月
中
旬
に
お
届
け
し
ま
す
。

•

保
険
料
は
、
県
内
ど
の
地
域
で
も
同
じ
基
準

で
算
定
さ
れ
ま
す
。

•

保
険
料
は
、
加
入
者
一
人
一
人
に
か
か
り

ま
す
。
保
険
料
率
（
被
保
険
者
均
等
割
額
、

所
得
割
率
）
は
、
２
年
ご
と
に
見
直
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
28
年
度
に

改
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

•

総
所
得
金
額
等
と
は
、
前
年
中
の｢

公
的
年

金
等
収
入
‒
公
的
年
金
等
控
除｣

、｢

給
与

収
入
‒
給
与
所
得
控
除｣

、｢

事
業
収
入
‒

必
要
経
費｣

な
ど
の
合
計
額
で
、
各
種
所

得
控
除
前
の
金
額
で
す
。

•

例
え
ば
、公
的
年
金
等
の
収
入
の
み
の
人（
年

金
受
給
時
年
齢
満
65
歳
以
上
）
で
、
年
額

が
１
５
３
万
円
以
下
の
場
合
は
、
総
所
得

金
額
等
は
33
万
円
以
下
と
な
る
た
め
所
得

割
額
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

　
平
成
29
年
度
は
、
平
成
28
年
度
の
保
険
料
軽

減
措
置
（
被
保
険
者
均
等
割
の
９
（
７
）
割
、

８
．５
（
７
）
割
【
注
２
】、５
割
、２
割
軽
減
）

を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

【
注
２
】 

原
則
は
「
７
割
軽
減
」
で
す
が
、
特

例
措
置
に
よ
り
「
９
割
軽
減
」、「
８
．

５
割
軽
減
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
総
所
得
金
額
等
が
91
万
円
以
下
（
公
的
年
金

の
み
で
、
年
金
受
給
時
年
齢
満
65
歳
以
上
の
場

合
は
、収
入
額
で
２
１
１
万
円
以
下
）
の
人
は
、

所
得
割
額
が
２
割
軽
減
と
な
り
ま
す
。

　　　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
前
日

ま
で「
会
社
な
ど
の
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
」

だ
っ
た
人
は
被
保
険
者
均
等
割
額
が
７
割
軽

減
【
注
５
】
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
所
得
割

額
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

【
注
４
】被
用
者
保
険
と
は
、
全
国
健
康
保
険

協
会
管
掌
健
康
保
険
、
組
合
管
掌
健

康
保
険
、
船
員
保
険
、
共
済
組
合
を

さ
し
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
・
国
民

健
康
保
険
組
合
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

【
注
５
】た
だ
し
、均
等
割
額
の
軽
減
が
９（
７
）

割
軽
減
、
８
．５
（
７
）
割
軽
減
に
該

当
す
る
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
９
（
７
）

割
軽
減
、
８
．５
（
７
）
割
軽
減
が
優

先
さ
れ
ま
す
。

　
災
害
や
失
業
な
ど
に
よ
り
保
険
料
の
納

付
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
は
、
保
険
料
が
減

免
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
住
民
課

国
保
医
療
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
現
在
の
被
保
険
者
証
は
、
平
成
29
年
７
月

31
日
ま
で
の
有
効
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
８
月
１
日
か
ら
使
用
で
き
る
被
保
険
者
証

（
水
色
）
の
有
効
期
限
は
、
平
成
30
年
７
月

31
日
ま
で
の
１
年
間
と
な
っ
て
お
り
、
７
月

下
旬
に
宇
美
町
か
ら
郵
送
し
ま
す
。た
だ
し
、

保
険
料
の
滞
納
が
あ
る
場
合
は
、
通
常
よ
り

短
い
有
効
期
限
の
被
保
険
者
証
を
窓
口
で
お

受
け
取
り
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
８
月
１
日
以
降
に
受
診
さ
れ
る
と
き
は
、

新
し
い
被
保
険
者
証
（
水
色
）
を
医
療
機
関

の
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

７
月
31
日
ま
で
に
新
し
い
被
保
険
者
証

（
水
色
）
が
届
か
な
い
場
合
は
、
住
民
課
国

保
医
療
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
医
療
機
関
で
受
診
す
る
際
の
医
療
費
の
自

己
負
担
割
合
は
、
１
割
ま
た
は
３
割
で
す
。

　
毎
年
、
前
年
中
の
所
得
を
も
と
に
、
８
月

か
ら
翌
年
７
月
ま
で
の
１
年
間
の
自
己
負
担

割
合
の
判
定
を
行
い
ま
す
。

　
自
己
負
担
割
合
は
、
通
常
１
割
で
す
が
、

同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
の
い
ず
れ
か
の
人
の

市
町
村
民
税
の
課
税
所
得
が
１
４
５
万
円
以

上
で
あ
る
場
合
に
は
、
３
割
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
市
町
村
民
税
の
課
税
所
得
が

１
４
５
万
円
以
上
で
あ
っ
て
も
、
次
の
１
ま

た
は
２
に
該
当
す
る
場
合
は
、
住
民
課
国
保

医
療
係
へ
申
請
す
れ
ば
１
割
の
自
己
負
担
割

合
と
な
り
ま
す
。

１
．
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
が
２
人
以
上
の

場
合

　
　
▼
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
全
員
の
収
入

　
　
　
の
合
計
額
が
５
２
０
万
円
未
満

２
．
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
が
本
人
の
み
の

場
合
（
次
の
①
ま
た
は
②
に
該
当
）

　
　
▼
①
本
人
の
収
入
が
３
８
３
万
円
未
満

　
　
　
②
本
人
と
同
じ
世
帯
の
70
歳
～
74
歳

　
　
　
の
人
の
収
入
の
合
計
額
が
５
２
０
万

　
　
　
円
未
満

　
現
在
、
使
用
中
の
限
度
額
適
用･

標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
（
以
下
、
減
額
認
定
証
と

言
い
ま
す
）
の
有
効
期
限
は
、
７
月
31
日
ま

で
で
す
。

　
減
額
認
定
証
を
す
で
に
お
持
ち
の
方
で
、

平
成
29
年
度
の
市
町
村
民
税
が
非
課
税
世
帯

の
方
に
は
、
8
月
1
日
か
ら
の
新
し
い
減
額

認
定
証
を
被
保
険
者
証
と
は
別
に
7
月
下
旬

に
お
届
け
し
ま
す
。

　【
減
額
認
定
証
と
は
】

　
世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税
非
課
税
で
あ
る

方
が
入
院
ま
た
は
高
額
な
外
来
診
療
を
受
け

る
際
に
減
額
認
定
証
を
医
療
機
関
窓
口
に
提

示
す
る
と
、
医
療
費
の
自
己
負
担
は
限
度
額

ま
で
と
な
り
、
入
院
時
の
食
費
・
居
住
費
の

負
担
も
減
額
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
新
た
に
減
額
認
定
証
の
交
付
を
希

望
す
る
場
合
は
、
住
民
課
国
保
医
療
係
で
の

申
請
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

１
．
被
保
険
者
証
・
印
鑑
・
そ
の
他
（
非
課

税
証
明
書
な
ど
収
入
額
を
証
明
す
る
も

の
や
、
入
院
期
間
を
確
認
で
き
る
も
の

が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）　

２
．
身
分
証
明
書
（
住
基
カ
ー
ド
、
運
転
免

許
証
な
ど
）

３
．
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
確
認
で
き
る
も
の

　
　
（
通
知
カ
ー
ド
な
ど
）

保
険
料
の
軽
減
に
つ
い
て

均
等
割
額
の
軽
減

所
得
割
額
の
軽
減

被
用
者
保
険
【
注
４
】
の
被
扶
養
者

で
あ
っ
た
人
の
軽
減

保
険
料
の
減
免
制
度
に
つ
い
て

被
保
険
者
証
の
自
己
負
担
割

合
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

８
月
か
ら
被
保
険
者
証
が
新

し
く
な
り
ま
す

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
が
８
月
に
更
新

と
な
り
ま
す

病
院
な
ど
に
支
払
う
自
己
負
担
額

医療費総額

医療給付費

支援金 約４割
（現役世代の負担）

約
１
割

公費（税金）約５割
国：県：市町村=４：１：１

保険料

保険料は、被保険者全員が負担する ｢被保険者
均等割額｣ と、被保険者の所得に応じて負担す
る ｢所得割額｣の合計になります。
保険料は、年額 57万円が上限です。

被保険者
均等割額 所得割額

５６, ０８５円
総所得金額等
ー 33万円

（基礎控除額）
所得割率
11.17％×

被
保
険
者
（
加
入
者
）
の

皆
さ
ん
が
負
担
す
る
保
険
料

＝ ＋

＋

均等割額
軽減割合

軽減後の
均等割額
（年額）

同一世帯内の被保険者および
世帯主の軽減対象所得金額【注３】

の合計額平成 29年度

９（７）割軽減 5，608円
【33万円（基礎控除額）】以下で、

かつ
【被保険者全員が年金収入 80万円
以下（その他各種所得がない）】

８. ５（７）割軽減 8，412円 【33万円（基礎控除額）】以下

５割軽減 28，042円 【33万円（基礎控除額）＋ 27万
円×被保険者数】以下

２割軽減 44，868円 【33万円（基礎控除額）＋ 49万
円×被保険者数】以下

【注３】：軽減対象所得金額は、基本的には総所得金額等と同じですが、公的年金等収
入の場合、「公的年金等収入－公的年金等控除－15万円」となるなど、例外があります。
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●問い合わせ
　粕屋南部消防組合消防本部（志免町大字田富 170）☎ 935-5111

●問い合わせ
　総務課　安全安心係　☎ 932-1111

宇
消

この企画は、糟屋地区各市町の広報担当者が
我が町を PR し、糟屋地区の地域振興に貢献す
ることを目的として行なっています。

糟屋地区広報合同企画

見て涼しい、遊んで涼しい鳴
な る ふ ち

淵ダム
篠栗町役場 都市整備課　☎ 947-1225
ホームページ　http://www.town.sasaguri.fukuoka.jp/問い合わせ

　
「
地
域
に
開
か
れ
た
ダ
ム
」
と
し
て
国

交
省
に
認
定
さ
れ
て
い
る
鳴
淵
ダ
ム
。

放
流
や
湖
面
を
眺
め
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、

公
園
で
清
流
と
触
れ
合
え
、
ゆ
っ
た
り

と
涼
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

遠
く
に
陸
橋
を
走
る
電
車
が
見
え
る

の
で
、
小
さ
な
子
ど
も
に
も
人
気
の
ス

ポ
ッ
ト
で
す
。

鳴
淵
ダ
ム　

  

清
流
公
園
・
な
る
ふ
ち
平　
　

【
場
所
】　
篠
栗
町
大
字
篠
栗
お
よ
び
金
出

※
カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用
す
る
場

合
は
、
目
的
地
に
「
福
岡
県
鳴
淵
・
猪

野
ダ
ム
管
理
出
張
所
」
篠
栗
町
大
字

篠
栗
３
１
７
２
番
地
92 

☎
９
４
７
‐

４
８
９
６
を
設
定
し
て
お
越
し
く
だ
さ

い
。

•

Ｊ
Ｒ
筑
前
山
手
駅
か
ら
徒
歩
約
20
分

•

多
目
的
ト
イ
レ
有
り

•

駐
車
場
（
無
料
）
有
り

　
６
月
を
迎
え
、
各
自
治
会
や
各
種
団
体
な

ど
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
総
会
も
無
事
に
終

わ
り
、
年
度
当
初
の
行
事
な
ど
の
実
施
に
向

け
て
、
多
忙
な
日
々
が
続
い
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
本
年
度
は
、
全
て

の
小
学
校
区
で
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
正
式

に
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
長

き
に
わ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
ご
支
援
い

た
だ
き
ま
し
た
方
々
を
は
じ
め
、
町
民
の
皆

さ
ま
に
心
か
ら
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

加
え
ま
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
設
立
を
機

に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
基
盤
と
な
る
自

治
会
組
織
を
よ
り
強
固
に
す
る
た
め
に
、
旧

井
野
区
と
旧
新
井
野
区
が
合
併
さ
れ
、
新
た

に
井
野
自
治
会
が
発
足
し
ま
し
た
。
今
後
、

社
会
情
勢
の
変
化
に
拍
車
が
か
か
る
こ
と
が

予
測
さ
れ
る
中
で
、
ま
さ
に
ご
英
断
で
あ
っ

た
と
思
っ
て
お
り
、
今
後
の
自
治
会
活
動
の

充
実
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
さ
て
、
こ
う
し
た
町
内
の
動
向
と
も
連
動

す
る
話
題
で
す
が
、
当
町
は
、
来
る
平
成
32

年
（
２
０
２
０
年
）
に
、
町
制
が
施
行
さ
れ

て
か
ら
１
０
０
年
、
実
に
１
世
紀
と
い
う
重

要
な
節
目
を
迎
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま

で
連
綿
と
し
て
続
い
て
き
た
１
０
０
年
の
町

の
歩
み
を
礎
と
し
な
が
ら
、
次
の
１
０
０
年

に
向
け
ま
し
て
、
意
義
の
あ
る
節
目
に
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
記
念
す
べ
き
時
期
に
、
宇
美

町
民
で
い
ら
れ
た
こ
と
に
誇
り
を
感
じ
な
が

ら
、
全
て
の
町
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
喜
び
合

い
、
祝
う
１
０
０
周
年
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
式
典
や
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
な
ど

の
企
画
や
運
営
な
ど
に
至
る
ま
で
、
町
民
の

皆
さ
ま
と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く

た
め
の
推
進
役
、
調
整
役
と
な
る
「
町
制
施

行
１
０
０
周
年
事
業
推
進
事
務
局
」
を
、
４

月
か
ら
、
役
場
庁
舎
の
２
階
に
新
設
い
た
し

ま
し
た
。
事
務
局
が
発
足
し
て
ま
だ
日
は
浅

い
の
で
す
が
、
既
に
い
ろ
い
ろ
構
想
を
練
っ

て
い
ま
す
の
で
、
構
想
案
が
あ
る
程
度
固
ま

り
ま
し
た
ら
、
速
や
か
に
町
民
の
皆
さ
ま
に

ご
説
明
な
ど
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　
先
日
、
あ
る
会
合
で
町
民
の
方
と
懇
談
す

る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。生
粋
の
宇
美
人
だ
っ

た
そ
の
方
は
、
仕
事
の
関
係
で
宇
美
の
地
を

40
年
間
も
離
れ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
何
処

に
転
勤
し
て
も
宇
美
町
の
こ
と
が
忘
れ
ら
れ

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

「
Ｓ
Ｌ
の　
け
む
り
と
煤す
す
が　
顔
を
打
つ
」

「
千
日
座　
チ
ャ
ン
バ
ラ
・
喜
劇　
二
本
立
て
」

　
こ
れ
は
そ
の
方
が
、
勝
田
線
の
蒸
気
機
関

車
や
、
宇
美
町
に
あ
っ
た
映
画
館
で
観
た
映

画
な
ど
、
幼
か
っ
た
頃
の
生
活
や
出
来
事
な

ど
に
想
い
を
馳
せ
、
宇
美
町
を
離
れ
て
い
た

時
に
詠
ま
れ
た
川
柳
で
す
。
驚
い
た
こ
と
に
、

４
３
０
句
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
こ
こ
ま
で
の
思
い
入
れ
は
な
か
な
か
で
き

な
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
全
て
の
町
民
の
皆

さ
ま
が
、
故
郷
宇
美
町
へ
の
愛
着
を
よ
り
一

層
深
め
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
１
０
０
周

年
、
そ
し
て
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
き
ま

し
て
も
、
宇
美
町
の
特
性
を
生
か
し
た
、
宇

美
町
ら
し
さ
が
溢
れ
る
取
組
の
推
進
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

７
月
号
は
、
宇
美
町
の
情
報
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
お
楽
し
み
に
！

　町長室の窓から

「
消
費
生
活
最
新
事
例
」

35
年
前
に
購
入
し
た
原
野
が
売
れ

る
！？
二
次
被
害
に
注
意

相
談
事
例

　
「
あ
な
た
が
35
年
前
に
購
入
し
た
北
海

道
の
原
野
を
欲
し
い
人
が
い
る
」
と
電
話

が
あ
り
、来
訪
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。

来
訪
し
た
担
当
者
に「
現
地
行
っ
て
調
査

が
必
要
」
と
言
わ
れ
、
調
査
費
用
と
し
て

35
万
円
支
払
っ
た
。
そ
の
後
、
担
当
者
か

ら
、「
親
会
社
が
倒
産
し
た
」
と
連
絡
が

あ
っ
た
後
、
電
話
が
通
じ
な
く
な
っ
た
。

ア
ド
バ
イ
ス

　
値
上
が
り
の
見
込
み
が
ほ
と
ん
ど
な
い

よ
う
な
原
野
な
ど
を
、
将
来
値
上
が
り
す

る
か
の
よ
う
に
偽
っ
て
販
売
す
る
手
口
を

原
野
商
法
と
い
い
ま
す
。「
土
地
を
買
い

た
い
人
が
い
る
」
な
ど
の
セ
ー
ル
ス
ト
ー

ク
を
う
の
み
に
せ
ず
、
土
地
が
必
ず
売
れ

る
と
い
う
話
の
根
拠
や
、
契
約
内
容
に
つ

い
て
書
面
で
説
明
を
求
め
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
契
約
を
検
討
す
る
場
合
は
、
土
地
の

所
在
地
の
自
治
体
な
ど
に
土
地
の
状
況
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

困
っ
た
と
き
は
、
左
記
窓
口
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。（
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

１
８
８
）。

か
す
や
中
南
部
広
域

　
　
　
　
　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

開
設
日　
月
曜
日
～
金
曜
日

※
祝
日
・
12
／
29
～
１
／
３
は
除
く
。

相
談
時
間　
10
時
～
15
時
30
分

※
昼
休
み
の
時
間
も
相
談
で
き
る
よ
う
に

　
な
り
ま
し
た
。

所
在
地　
志
免
町
地
域
安
全
安
心
セ
ン
タ
ー

２
階
（
県
道
68
号
線
大
的
交
差
点
横
）

☎
９
３
６-

１
５
９
４

宇
美
町
消
費
生
活
相
談
窓
口

開
設
日　
水
曜
日

※
祝
日
・
12
／
29
～
１
／
３
は
除
く
。

　
相
談
時
間
は
セ
ン
タ
ー
と
同
じ
。

☎
９
３
４-

２
２
５
８

不要品を有効に活用して、
資源の節約とごみの減量に取り組みましょう！

問い合わせ
環境課　環境衛生係

☎ 934-2226　　 933-7512

《
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い
》

◎
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド（
汚
れ
が
ひ
ど
く
な
い

も
の
を
希
望
）

◎
町
立
保
育
園
の
夏
用
ス
モ
ッ
ク•

体
操

　
服•

ブ
レ
ザ
ー
等（
サ
イ
ズ
は
問
わ
ず
）

◎
町
立
保
育
園
の
体
操
服（
Ｍ
～
Ｌ
Ｌ
サ

イ
ズ
、
傷
み
の
少
な
い
も
の
を
希
望
）

◎
子
供
用
三
輪
車（
で
き
れ
ば
舵
取
り
棒

つ
き
の
も
の
を
希
望
）

《
ゆ
ず
り
ま
す
》

◎
子
供
用
自
転
車（
女
児
用
、
ピ
ン
ク
色
、

18
イ
ン
チ
、４
～
８
歳
用　
補
助
輪
有
り
）

【
申
し
込
み
で
き
る
方
】

町
内
在
住
者

（
営
利
目
的
の
方
や
団
体
を
除
く
）

　

不
要
品
譲
渡
し
の
ご
希
望
に
つ
い
て

は
、
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
毎
月
25
日
ま
で
に
環
境
課
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
写
真（
画
像
デ
ー
タ
）

を
提
供
い
た
だ
け
れ
ば
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
い
た
し
ま
す
。
申
込
書
は
、
窓
口

で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
宇
美
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

　
な
お
、「
ゆ
ず
り
ま
す
」
の
品
の
譲
受

け
に
つ
い
て
、
申
込
者
多
数
の
場
合
は
６

月
23
日（
金
）
締
切
り
後
に
抽
選
を
行
い
、

６
月
30
日（
金
）
に
当
選
者
に
対
し
て
の

み
電
話
で
連
絡
し
ま
す
。

　
品
物
に
つ
い
て
詳
し
い
情
報
が
知
り
た

い
方
は
、
環
境
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

平
成
29
年
度　
危
険
物
安
全
週
間
標
語

「
あ
な
た
な
ら

 

無
事
故
の
着
地

決
め
ら
れ
る
！
」

危
険
物
安
全
週
間

　
６
月
４
日
（
日
）
～
６
月
10
日
（
土
）

　
危
険
物
の
保
安
に
対
す
る
意
識
の
高
揚

と
啓
発
を
推
進
す
る
目
的
で
危
険
物
安
全

週
間
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
度　
全
国
統
一
防
火
標
語

「
火
の
用
心こ

と
ば
を
形
に

習
慣
に
」

　
総
務
省
消
防
庁
が
、
火
災
予
防
思
想
を

よ
り
広
く
普
及
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、

一
般
社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協
会
と
の

共
催
で
、
平
成
29
年
度
全
国
統
一
防
火
標

語
の
募
集
を
行
っ
た
結
果
、
入
選
作
品
と

な
っ
た
標
語
で
す
。

み

ん
なを守

る

１１９

平成 29 年度
　危険物安全週間標語・
　　　全国統一防火標語の決定

　
消
防
団
員
は
、平
日
の
夜
、日
曜
日
（
祝

日
）
の
昼
夜
な
ど
に
、「
消
火
栓
に
異
常

が
な
い
か
」、「
防
火
水
槽
に
水
が
た
ま
っ

て
い
る
か
」、「
河
川
か
ら
給
水
で
き
る
場

所
が
な
い
か
」
な
ど
、
火
災
時
に
必
要
な

防
火
用
水
の
確
認
や
、
ポ
ン
プ
や
器
具
の

点
検
、
災
害
危
険
個
所
の
見
回
り
な
ど
、

い
つ
火
災
や
災
害
が
発
生
し
て
も
対
応
が

で
き
る
よ
う
日
頃
か
ら
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
「
災
害
は
、
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く

る
」
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
近
年
は
、
風
水

害
や
地
震
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
が
頻

発
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
消
防
団
の
現
状
は
、

活
動
の
機
会
が
増
え
る
一
方
、
団
員
数
は

減
少
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
地
域

の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
役
割
を
担
っ

て
い
る
消
防
団
を
守
る
た
め
に
も
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
力
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
に
興
味
が
あ
る
方
は
ぜ
ひ
、
総

務
課
安
全
安
心
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

宇美町消防団ここにあり
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問い合わせ

申込・
問い合わせ

宇美町立図書館 　☎ 932-0600

ボランティア・町民活動支援センター
ふみらぽ（し～ず・うみ内） 　☎＆　　933-1110

このコーナーでは、ボランティアなどの公益的な町民活動をしている人
や団体を応援し、ボランティアの｢はじめの一歩｣のきっかけになるよ
うな記事を掲載しています。

932-0631

５月の利用状況
●入館者数：
●貸出者数：
●貸出点数：

11,271 人
3,999 人

18,850 点

た
な
ば
た
お
は
な
し
会

【
日
時
】
６
月
28
日
（
水
）
10
時
30
分
～
11
時
30
分

【
会
場
】
う
み
・
み
ら
い
館
多
目
的
ホ
ー
ル

※
参
加
無
料
・
申
込
不
要　

夏
休
み
子
ど
も
映
写
会

　
７
月
22
日（
土
）・７
月
30
日（
日
）に
映
写
会
を
開
催
し
ま
す
。

詳
し
く
は
７
月
号
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

【
会
場
】
う
み
・
み
ら
い
館
多
目
的
ホ
ー
ル

新
刊
案
内
（
一
般
書
）　

『
映
画
と
本
の
意
外
な
関
係
！
』

町
山
智
浩
／
著

集
英
社
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

毎
月
23
日
は
「
宇
美
町
読
書
の
日
」

　
ブ
ッ
ク
リ
ス
ト
の「
夏
号
」を
図
書
館
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

Ｈ
Ｐ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
図
書
館
お
す
す
め
の
本
を
読
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
随
時
募
集
中

　
詳
し
く
は
、
図
書
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

７
月
の
特
集
コ
ー
ナ
ー　

【
一
般
書
コ
ー
ナ
ー
】
～
涼
を
呼
ぶ
本
～

『
妖
怪
図
譜
』
安
村
敏
信
／
監
修　
平
凡
社

『
美
し
い
日
本
の
廃
墟
』
ヨ
ウ
ス
ケ
／
写
真
・
著

エ
ム
デ
ィ
エ
ヌ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

【
児
童
書
コ
ー
ナ
ー
】
～
す
ず
し
く
な
る
本
～

『
か
っ
ぱ
』
柳
田
国
男
／
原
作　
汐
文
社　

『
か
ち
か
ち
や
ま
』
ま
つ
た
に
み
よ
こ
／
文　
ポ
プ
ラ
社

う
み
・
み
ら
い
館
展
示
コ
ー
ナ
ー

　
郷
土
の
画
家
の
絵
画
展「
人
見
春
雄
と
ゆ
か
い
な
仲
間
た
ち
」

　
町
内
在
住
の
画
家
・
人
見
春
雄
氏
と
絵
画
教
室
の
み
な
さ
ん

の
作
品
を
展
示
。

【
開
催
期
間
】
６
月
18
日
（
日
）
～
７
月
16
日
（
日
）

※
期
間
中
、６
月
25
日（
日
）・７
月
９
日（
日
）子
ど
も
絵
画
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ「
模
写
し
て
み
よ
う
絵
本
の
世
界
」が
あ
り
ま
す
。

ボランティア 講 座 の お 知らせ 参加無料

ボランティア入門講座
～地域の見守りボランティア

「おはよう　じぃじ」 始めませんか？～
～活動のふりかえりをしよう！～

団体向けボランティア講座

　自分の住む地域の住民（特に高齢者や子ども）へ
の声掛けや見守り活動に気軽に参加してみません
か？定年退職後の夢はなんですか？「おはよう じぃ
じ」になってみませんか？

定例会やミーティングのコツを学んでみませんか？

共通事項日 時 ７月 13 日（木）　13 時～ 14 時

対 象 平日の日中、地域で過ごしている方。特
に退職後の元気な男性（女性も可）

定 員 50 名（定員になり次第締め切ります）

日 時 ８月３日（木）　13 時～ 14 時
対 象 ボランティア団体で活動している方
定 員 50 名（定員になり次第締め切ります）

講 師 NPO 法人
ミディエイド 場 所 多目的室１

（し～ず・うみ内）
申 込
方 法

①講座名 ②氏名 ③連絡先 を☎か FAX で
申し込みください。

問い合わせ 健康づくり課　健康推進係 （うみハピネス内）　☎ 933-0777

　～  これから“お母さん”になる方、“お母さん”になった方へ  ～
　お母さんの体のため、生まれてくる赤ちゃんの体づくりのために、大切なことがあります。

健康づくり課の取り組み
　健康づくり課では、妊娠前からはもとより、母子健康手帳交付時、妊娠中、生まれた後においても、
生まれてくる赤ちゃんとお母さんへの健康支援を行っています。ご心配なこと、分からないことな
どがあれば、健康づくり課までご連絡ください。

体格
貧血

肥満
BMI 25 ～

もっている病気、
過去にかかった病気、

過去の妊娠

やせ：～ 18.4
標準：18.5 ～ 24.9
肥満：25～

遺伝因子

年齢
妊婦の生まれた
ときの体重等

胎
盤

(

小
さ
い
・
血
管
が
傷
む)

巨
大
児

 (

４
，０
０
０
g 

以
上)

低
出
生
体
重
児

(

２
，５
０
０
g 

未
満)

妊
娠
高
血
圧
症
候
群

妊
娠
糖
尿
病

赤
ち
ゃ
ん
が
大
人
に
な
っ
た
時

肥
満
・
高
血
圧
・
糖
尿
病
に
な
る

可
能
性
が
高
く
な
る

お
母
さ
ん
が
将
来

高
血
圧
・
糖
尿
病
に
な
る

可
能
性
が
高
く
な
る

身長
150cm未満

BMI ＝
妊娠前の体重 (    )  Kg

身長（ ）ｍ×身長（ ）ｍ

やせ
BMI ～18.4

妊娠中の経過は、生活習慣や遺伝因子などから妊娠前に予測できることがあります。
●ご自分の妊娠前の体の状態（体格や遺伝因子など）を知りましょう。②

生
活

０時 ６時 12時 18時 24時 血液は口から入った食べ物や飲み物でできていて、
なかみは毎日少しずつ変化しています。

血 管

次世代を生み育てる体づくりは、妊娠前から始まっており、生活習慣が基盤となります。
　体の中では、普段の生活で食べているもの、飲んでいるものが血液に流れており、妊娠
すると、その血液から、おなかの中の赤ちゃんは栄養をもらいます。母乳も血液から作ら
れていますので、赤ちゃんが生まれた後も、お母さんの血液のなかみが影響します。
●普段どんな食生活をしていますか？下の図を使って、ご自分の生活（食べ方、動き方、仕事、
飲酒、喫煙など）を振り返ってみましょう。

●振り返った生活が、ご自分の体にとってどう影響しているかを見る機会が健康診査です。
この機会に健康診査を受けて、今の体の状態を知りましょう。町では 16 歳から健康診査
を受けることができます。

①
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町内中学校体育会、桜原小学校地域合同運動会が開催
されました！ 町民文化のつどいが開催されました！

冨安啓子さんが旭
きょくじつたんこうしょう

日単光章を受章されました！　　　　　 福岡県青少年団体等顕彰の表彰を受けられました！

宇美商業高等学校で 18 歳選挙権の出前講座を行いま
した！

人権擁護委員の日街頭啓発
および特設人権相談が行われました！

粕屋地区シルバーセーフティ・ドライビングコンテス
トで入賞されました！ 町民グラウンドゴルフ大会開催！

　５月 27 日（土）～ 28 日（日）に、町立中央公民館および住民福祉センター
において、「第 38 回宇美町民文化のつどい」が盛大に開催されました。
　踊りや楽器演奏などの素晴らしい舞台発表に観客から暖かな拍手が送
られました。また、小学校や各種サークルなどによる作品展示や体験コー
ナーは来場者の好評を得ていました。

　平成３年４月から平成 25 年３月までの 22 年間の長きにわたり、大谷
区の行政区長として地域活動に積極的に取り組まれるとともに、平成 10
年４月から平成 25 年 11 月までの 15 年余り、民生委員・児童委員として
も社会福祉の向上にご尽力された冨安啓子さんが、平成 29 年春の叙勲に
おいて、旭日単光章を受章されました。
　この度の栄えある受章、誠におめでとうございます。心よりお祝いを
申し上げます。

　５月 21 日（日）、町内３つの中学校で体育会が行われました。
　宇美南中学校では、学年を超えてチームが団結し、精一杯の競技が繰り広
げられました。また、チームリーダーとしての責任と体育会への思いを言葉
にした力強い選手宣誓、校歌斉唱、成績発表での様子など、随所にチームの
強い一体感を感じる体育会となりました。
　５月 28 日（日）には、桜原小学校で地域合同運動会が行われ、５・６年生に
よる組体操では、１つ１つの技の美しさにこだわって、素晴らしい組体操を
つくり上げていました。また、今年度から校区コミュニティ運営協議会と連
携し、「地域交流リレー」を行うなど、子どもから大人まで、みんなでつくり
上げた運動会となりました。

　５月 30 日（火）に、福岡リーセントホテルで行われた「福岡県青少年
育成県民会議定時総会」において、家入修一さんと川上良明さんが福岡
県青少年団体等顕彰の表彰を受けられました。
　お二人は多年にわたり町における青少年育成にご尽力され、その功績
が高く評価されての受賞となりました。

　平成 27 年度の公職選挙法改正により選挙権年齢が 20 歳から 18 歳に引き下げられたことに伴
い、主権者教育の一環として宇美町選挙管理委員会が選挙啓発を兼ねて、５月２日（火）に宇美
商業高等学校で出前講座を行いました。３年生全員を対象として選挙の仕組みや投票の方法など
の説明を行い、選挙の大切さを呼びかけました。また、生徒からは「もし当日に投票に行けない
場合は？」、「18 歳選挙権になった理由や投票率が上がったのか？」といった質問が出されました。
　選挙管理委員会では、今後とも投票率アップのため選挙啓発推進に取り組んでいきます。

　全国人権擁護委員連合会は、人権擁護委員法が施行された６月１日を
「人権擁護委員の日」と定め、全国的な啓発活動を展開しています。

　宇美町では、６月１日（木）ＪＲ宇美駅駅前広場周辺において街頭啓
発を行い、６月８日（木）には、人権擁護委員による特設人権相談所を
老人福祉センターに開設し、女性・子ども・高齢者をめぐる人権の問題
や近隣とのトラブルなどの相談に応じました。

　４月 10 日（月）に志免町の博多の森ドライビングスクールにおいて「粕
屋地区シルバーセーフティ・ドライビングコンテスト」が開催され、古
賀市および糟屋郡にお住まいの 65 歳以上の 32 名が参加しました。
　宇美町の代表として出場された宇美町老人クラブ連合会の恒吉紀一さ
ん、日下義隆さん、永野正徳さん、平野耕士さんは、団体の部で第２位
という好成績を収められました。

　５月７日（日）第 15 回町民グラウンドゴルフ大会が開催され、39 自
治会から 81 チーム、639 名の選手が参加されました。
◆大会結果◆　【総合スポーツ公園】（Aパート）優勝 : ひばりが丘三 A　準
優勝 : とびたけ三 A　（Bパート）優勝 : 炭焼一 A　準優勝 : ひばりが丘二 A　

【宇美南中グラウンド】（Cパート）優勝 : 浦田 A　準優勝 : 下宇美 B　（Dパー
ト）優勝 : 三原 A　準優勝 : 井野 A　【南町民センター】（Eパート）優勝 : 平
成Ｂ　準優勝 : とびたけ一 B

旭日単光章を受章された冨安さん（左）と木原町長（右）

桜原小学校「５・６年生みんなでつくり上げた組体操」

表彰を受けた川上さん（左）と家入さん（右）

左から、恒吉さん、日下さん、永野さん、平野さん
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て
、
所
得
状
況
に
応
じ
て
、
保
育
料
な
ど
の
減

免
（
補
助
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
手
続
き
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
６
月
頃

に
各
幼
稚
園
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

　
学
校
教
育
課　
学
校
教
育
係

　
☎
９
３
４
‐
２
２
４
５

　　
５
月
号
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
し
た
宇
美
町
担

当
の
行
政
相
談
委
員
の
持
田
浩
二
様
が
、
５
月

９
日
に
74
歳
で
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　
持
田
様
は
、
平
成
19
年
に
初
め
て
宇
美
町
担

当
の
行
政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
、
以
後
10
年

間
、
町
民
の
行
政
に
関
す
る
苦
情
や
相
談
に
応

じ
て
、
解
決
の
た
め
の
助
言
や
関
係
行
政
機
関

に
対
す
る
通
知
な
ど
を
無
報
酬
で
行
っ
て
こ
ら

れ
、
多
く
の
改
善
が
な
さ
れ
る
な
ど
町
の
発
展

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
、持
田
様
の
生
前
の
ご
功
績
を
偲
び
、

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
応
募
さ
れ
る
方
は
、
履
歴
書
（
市
販
の
も
の

で
可
）
を
６
月
29
日
（
木
）
ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。（
郵
送
の
場
合
、
当
日
消
印
有
効
）

な
お
、
４
月
１
日
現
在
で
65
歳
以
上
の
方
は
応

募
で
き
ま
せ
ん
。
詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.tow

n.um
i.lg.jp/

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
募
集
人
数
】　
１
名

※
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
（
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
）

か
、
そ
れ
に
準
ず
る
ソ
フ
ト
を
使
っ
て
、
各

種
募
集
の
チ
ラ
シ
な
ど
が
作
成
で
き
る
方
。

【
業
務
内
容
】　

①
町
制
施
行
１
０
０
周
年
記
念
事
業
の
広
報
に
関

す
る
事
務
補
助
（
各
種
事
業
の
募
集
チ
ラ
シ
、

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
原
稿
な
ど
の
作
成
）

②
そ
の
他
、
町
制
施
行
１
０
０
周
年
記
念
事
業

に
関
す
る
事
務
補
助

【
任
用
期
間
】　

平
成
29
年
７
月
中
旬
～
平
成
30
年
３
月
31
日

（
月
14
日
程
度
勤
務
）
勤
務
日
数
は
相
談
可
。

【
勤
務
時
間
】　

原
則
と
し
て
８
時
30
分
～
17
時
15
分
（
う
ち
60

分
休
憩
）

【
福
利
厚
生
】　
雇
用
保
険
、有
給
休
暇
制
度
あ
り
。

【
賃
金
】　
日
給
６
，１
５
０
円

【
選
考
方
法
】

　
履
歴
書
を
提
出
さ
れ
た
方
お
よ
び
平
成
29
年

度
の
非
常
勤
職
員
登
録
を
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
、

書
類
選
考
や
面
接
に
て
採
用
者
を
決
定
し
ま
す
。

◯
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

　
〒
８
１
１
‐
２
１
９
２

　
宇
美
町
宇
美
５
丁
目
１
番
１
号

　
宇
美
町
役
場　
町
制
施
行
１
０
０
周
年
事
業

　
推
進
事
務
局　
事
業
推
進
係（
役
場
本
館
２
階
）

　
☎
９
３
２
‐
１
１
１
１
（
内
線
２
２
１
）

　

７
月
を
「
宇
美
町
人
権
問
題
啓
発
強
調
月

間
」
と
定
め
、
人
権
問
題
に
対
す
る
正
し
い
認

識
と
理
解
を
深
め
る
た
め
の
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

【
講
演
】

　
「
一
緒
に
走
ろ
う

　
　
　
　
～
２
０
２
０
年
東
京
に
む
け
て
～
」

【
講
師
】　
道
下　
美
里　
氏

【
内
容
】　
マ
ラ
ソ
ン
と
の
出
会
い
で
目
標
を
見

い
だ
し
、見
え
な
い
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
う
毎
日
。

そ
の
笑
顔
の
裏
側
に
あ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
銀
メ
ダ
ル
に
至
る
ま
で
の
体
験
談
を

語
る
。

　
障
が
い
が
あ
る
人
・
な
い
人
が
、
共
に
生
き
る

「
共
生
型
地
域
社
会
」
実
現
に
向
け
て
、
私
た
ち

に
何
が
で
き
る
か
を
共
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
開
催
日
時
】　
７
月
８
日
（
土
）

【
開
場
】　
13
時
30
分

【
開
演
】　
14
時
（
16
時
頃
終
了
予
定
）

【
会
場
】　
宇
美
町
立
中
央
公
民
館　
大
ホ
ー
ル

【
定
員
】　
４
０
０
名
（
当
日
先
着
順
）

【
そ
の
他
】　
入
場
無
料
。
手
話
通
訳
有
り
。
託

児
有
り
。（
託
児
の
申
込
は
６
月
30
日
（
金
）

締
切
）

○
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　
社
会
教
育
課　
社
会
教
育
係

　
☎
９
３
３
‐
２
６
０
０

　【
対
象
】　
町
内
在
住
の
小
学
校
１
～
６
年
生
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者

【
募
集
定
員
】　
各
回
18
組

「
夏
休
み
親
子
体
験
講
座
」

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
Ⅱ
受
講
者
募
集

非
常
勤
職
員
を
募
集
し
ま
す

平
成
29
年
度

宇
美
町
人
権
問
題
啓
発
講
演
会

３回目 ２回目 １回目
「
折
っ
て
飛
ば
し
て
遊
ぼ
う

紙
ひ
こ
う
き
大
会
！
」

【
講
師
】　
吉
田 

秀
仁 

氏

【
日
時
】　
８
月
23
日
（
水
）　

　
　
　
　
10
時
～
12
時

【
場
所
】　
宇
美
南
町
民
セ
ン
タ
ー
研
修
室

「
親
子
で
楽
し
む
♪
か
わ
い
い
み
そ
玉
作
り
」

【
講
師
】　
五
十
嵐 

和
恵 

氏

【
日
時
】　
８
月
３
日
（
木
）

　
　
　
　
10
時
30
分
～
12
時
30
分

【
場
所
】　
宇
美
町
働
く
婦
人
の
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
～
ず
・
う
み

【
材
料
費
】　
１
人 

３
０
０
円

「
ブ
ロ
ッ
ク
を
使
っ
て
楽
し
み
な
が
ら

お
片
付
け
学
び
ま
し
ょ
！
」

【
講
師
】　
お
う
ち
キ
ラ
リ
野
口 

勝
利 

氏

【
日
時
】　
７
月
26
日
（
水
）

　
　
　
　
10
時
30
分
～
12
時
30
分

【
場
所
】　
町
立
中
央
公
民
館
大
研
修
室

【
材
料
費
】　
１
人 

３
０
０
円

【
託
児
】　
生
後
６
か
月
～
就
学
前

※
要
予
約
。（
１
人
１
０
０
円
）

【
締
切
日
】　
６
月
29
日
（
木
）

○
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　
社
会
教
育
課　
社
会
教
育
係

　
☎
９
３
３
‐
２
６
０
０

　
５
月
号
の
広
報
に
て
、
配
布
い

た
し
ま
し
た「
供
用
開
始
の
お
知
ら

せ
」に
誤
記
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　
「
行
政
区
」を「
自
治
区
域
」に
読

み
替
え
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

宇
美
町
を
含
む
糟
屋
地
区
の
１
市
７
町
で
、

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
を
合
同
で
開
催
し
ま

す
。
こ
の
講
座
は
、「
手
話
」
を
言
語
と
す
る

聴
覚
障
が
い
者
な
ど
に
対
し
、
地
域
生
活
支
援

を
し
て
い
た
だ
け
る
方
の
養
成
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

【
期
間
】　

（
入
門
編
）
平
成
29
年
9
月
22
日
～
平
成
30　

年
3
月

（
基
礎
編
）
平
成
30
年
4
月
～
平
成
30
年
10　

月　
週
１
回
（
金
曜
日
）
全
47
講
座

【
時
間
】　
19
時
15
分
～
20
時
45
分

※
初
回
、
開
校
式
は
18
時
45
分
～
。

【
開
催
場
所
】　
入
門
編
と
基
礎
編
で
会
場
が
異

な
り
ま
す
。

（
入
門
編
）　
篠
栗
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

オ
ア
シ
ス
篠
栗

（
基
礎
編
）　

粕
屋
町
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

【
受
講
料
】　
無
料
（
た
だ
し
、テ
キ
ス
ト
代
３
，

２
４
０
円
は
自
己
負
担
）

【
定
員
】　

１
市
７
町
で
30
名
程
度
（
た
だ
し
、

定
員
超
過
の
場
合
は
受
講
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
）

【
申
込
条
件
】

　
・
宇
美
町
に
在
住
・
在
勤
の
方

　
・
18
歳
以
上
の
方
（
高
校
生
不
可
）

　
・
全
過
程
（
入
門
編
・
基
礎
編
）
受
講
可
能

　
　
な
方

【
申
込
方
法
】　
申
請
書
は
、
役
場
４
番
窓
口
ま

た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

【
申
込
締
切
】　
７
月
21
日
（
金
）

○
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課　
福
祉
係

　
☎
９
３
４
‐
２
２
７
８

　
小
学
校
・
中
学
校
で
使
用
さ
れ
て
い
る
文
部
科

学
省
検
定
済
み
の
教
科
書
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

【
開
催
場
所
】　
糟
屋
郡
自
治
会
館
（
糟
屋
郡
粕

屋
町
大
字
上
大
隈
55
‐
１
）

【
期
間
】　
６
月
16
日
（
金
）
～
７
月
５
日
（
水
）

※
土
日
除
く
。

【
時
間
】　
９
時
～
17
時

○
問
い
合
わ
せ

　
学
校
教
育
課　
学
校
教
育
係

　
☎
９
３
４
‐
２
２
４
５

　
町
内
に
居
住
し
、
私
立
幼
稚
園
に
就
園
し
て

い
る
園
児
（
満
３
歳
か
ら
）
の
保
護
者
に
対
し

季
節
の
一
句

糟
屋
地
区
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

受
講
生
募
集

平
成
29
年
度教

科
書
展
示
会
の
ご
案
内

私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
金
の

お
知
ら
せ

行
政
相
談
委
員 

持
田
浩
二
様 

訃
報
の
お
知
ら
せ

宇
美
俳
句
同
好
会

「山
ざ
く
ら
」

　

兼
題　

囀
り

・
躑つ

つ
じ躅

満
開
の
み
や
ま
き
り
し
ま
仁
田
峠　

ハ
ル
ミ

山
肌
を
埋
め
つ
く
し
て
つ
つ
じ
燃
ゆ

と
し
え

パ
ン
屑
に
囀
り
や
め
て
餌
を
食は

む

よ
し
子

囀
り
や
木
そ
れ
ぞ
れ
よ
り
違
う
声

三
和
子

囀
り
や
卵
の
よ
う
な
石
拾
う

静

子

餌
を
ま
く
囀
り
あ
って
仲
間
呼
ぶ

静

谷
川
に
岩
を
抱い

だ

き
て
山
つ
つ
じ

千

代

宇
美
俳
句
会

　

兼
題　

筍
飯
・
初
夏
・
苗
一
切

樽た
る

い
く
つ
酸さ

ん
み味

の
増
し
て
納な

や屋
の
夏

土

筆

初は
つ
な
つ夏

や
山
に
思
春
期
青
春
期

元

英

は
つ
夏
の
会
話
の
弾
む
ス
ニ
ー
カ
ー

栄

子

一
坪
の
菜
園
な
れ
ど
苗
あ
ま
た

静

子

遠
回
り
こ
の
楽
し
み
を
初し

ょ
か夏

の
径

佳
代
子

広 告

★宇美センター　宇美４-２-10 木村ビル２Ｆ

（火･水･金）℡ 957-6615 携帯 090-9075-6404（荒木）

夏の特別学習受付中！

７/21（金）～８/31（木）

★宇美東　　　　宇美東１-４-１極東クリーニングそば

（月･木）　　 ℡ 933-7828 携帯 090-9589-1212（伴）

★宇美はるだ　　原田４-18- ８原田下公民分館

（火･金）　　 ℡ 934-3180 携帯 090-1345-8634（須原）

広 告広 告

今、葬儀は事前に決める時代です。

事前相談
西日本典礼 宇美斎場 宇美町宇美3-3-6

TEL 931-1000

◆  

お
詫
び
と
訂
正  

◆

○
問
い
合
わ
せ　
上
下
水
道
課

　
☎
９
３
４
‐
２
２
２
４　
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情報ステーション

　
「
暮
ら
し
に
彩
り
を
」
を
テ
ー
マ

に
美
し
く
ペ
イ
ン
ト
を
施
し
、
生

ま
れ
変
わ
っ
た
身
近
な
道
具
や
生

活
用
品
と
手
作
り
雑
貨
を
展
示
し

ま
す
。
ど
ん
ぐ
り
を
用
い
た
楽
し

い
作
品
展
も
同
時
開
催
し
ま
す
。

※
毎
日
先
着
20
名
様
に
ト
ト
ロ
の

ポ
ス
ト
カ
ー
ド
プ
レ
ゼ
ン
ト

【
場
所
】　
し
～
ず
・
う
み

【
日
時
】　

７
月
23
日（
日
）～
29
日（
土
）

10
時
～
16
時
（
７
月
24
日
休
館
）

※
最
終
日
は
15
時
終
了
。

【
出
展
】　
ワ
ン
ス
ト
ロ
ー
ク
ペ
イ

ン
ト
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｉ
認
定
講
師
大
江
ひ

ろ
え
氏
と
生
徒
の
み
な
さ
ん

※
開
始
イ
ベ
ン
ト

　
ピ
ア
ノ
＆
ワ
ン
ス
ト
ロ
ー
ク
ペ
イ

ン
ト
共
同
コ
ン
サ
ー
ト
（
無
料
）

※
７
月
23
日
（
日
）
14
時
～
15
時

○
問
い
合
わ
せ

　
し
～
ず
・
う
み

　
☎
９
３
２
‐
０
３
６
５

　　
離
職
な
ど
で
再
就
職
を
希
望
す

る
方
を
対
象
に
、
専
門
的
知
識
や

技
能
を
学
ぶ
た
め
６
か
月
間
の
職

業
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
訓
練
期
間
】　
平
成
29
年
８
月
２

日（
水
）～
平
成
30
年
１
月
31
日（
水
）

【
訓
練
科
名
】　
「
も
の
づ
く
り
Ｃ

Ａ
Ｄ
科　
Ｃ
Ａ
Ｍ
コ
ー
ス
」

【
定
員
】　
15
名

【
対
象
者
】　

公
共
職
業
安
定
所

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
に
求
職
を
申

し
込
み
し
て
い
る
方

【
募
集
期
間
】　

６
月
１
日
（
木
）

～
７
月
14
日
（
金
）

【
入
所
選
考
】　

７
月
21
日
（
金
）

筆
記
お
よ
び
面
接

【
結
果
発
表
】　
７
月
26
日
（
水
）

発
表
日
に
施
設
に
掲
示
お
よ
び
発
送

【
申
込
先
】　
住
所
を
管
轄
す
る
公

共
職
業
安
定
所（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）

【
受
講
料
】　
無
料

【
そ
の
他
】　
施
設
見
学
会
・
説
明

会
を
毎
月
（
２
回
）
実
施
し
て
い

ま
す
。（
参
加
費
無
料
）

○
１
回
目
：
６
月
６
日
（
火
）

　
13
時
～
（
２
～
３
時
間
程
度
）

○
２
回
目
：
６
月
20
日
（
火
）

　
13
時
～
（
２
～
３
時
間
程
度
）

※
予
約
不
要
。
直
接
会
場
（
ポ
リ

テ
ク
セ
ン
タ
ー
飯
塚
）
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ

　
独
立
行
政
法
人　
高
齢・障
害・

求
職
者
雇
用
支
援
機
構　
福
岡

支
部
福
岡
職
業
能
力
開
発
促
進

セ
ン
タ
ー
飯
塚
訓
練
セ
ン
タ
ー

（
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
飯
塚
）

　
☎
０
９
４
８
‐
２
２
‐
４
９
８
８

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
４
８
‐
２
２
‐
４
９
１
２

　
社
会
保
険
労
務
士
会
で
は
、
日

本
年
金
機
構
か
ら
の
委
託
に
よ
り
、

予
約
制
に
て
年
金
受
給
に
関
す
る

相
談
や
裁
定
請
求
書
の
受
付
に
応

じ
ま
す
。（
障
害
年
金
を
除
く
）

【
日
時
】　

６
月
28
日
（
水
）、
７

月
12
日
（
水
）、
７
月
26
日
（
水
）

９
時
30
分
～
16
時
20
分
（
12
時
～

13
時
を
除
く
）

【
場
所
】　
志
免
町
民
セ
ン
タ
ー
生

涯
学
習
２
号
館　
第
２
会
議
室

※
相
談
会
場
や
志
免
町
役
場
で
の

ご
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
問
い
合
わ
せ
・
予
約

　
東
福
岡
年
金
事
務
所　

　
☎
６
５
１
‐
７
９
６
７

　
　
　
ま
た
は
７
９
６
８

　　　
「
福
岡
県
中
高
年
就
職
支
援
セ
ン

タ
ー
」
で
は
、
再
就
職
が
難
し
い

中
高
年
求
職
者
の
皆
さ
ん
に
対
し

て
無
料
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

•

応
募
書
類
が
書
け
な
い
。

•

面
接
で
う
ま
く
し
ゃ
べ
れ
な
い
。

•

求
人
の
探
し
方
が
わ
か
ら
な
い
。

•

不
採
用
ば
か
り
で
つ
ら
い
。

•

自
分
に
合
う
仕
事
が
わ
か
ら
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
悩
み
を
専
門
の
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
再
就
職
ま
で
１

対
１
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。 

【
日
時
】　
毎
週
月
曜
日
～
金
曜
日

９
時
30
分
～
18
時

【
場
所
】　
福
岡
県
中
高
年
就
職
支
援

セ
ン
タ
ー
（
は
か
た
近
代
ビ
ル
５
階
）

【
対
象
者
】　
お
お
む
ね
40
歳
～
64

歳
の
求
職
者

【
お
持
ち
い
た
だ
く
物
】　

履
歴

書
・
筆
記
用
具

○
問
い
合
わ
せ
・
予
約

　
福
岡
県
中
高
年
就
職
支
援
セ
ン

タ
ー
（
受
託
業
者
：
テ
ン
プ
ス

タ
ッ
フ
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
）　

　
☎
４
３
３
‐
７
７
８
０

　
現
在
就
活
中
の
方
、
こ
れ
か
ら

転
職
を
考
え
て
い
き
た
い
方
に
個

別
相
談
、
研
修
、
合
同
会
社
説
明

会
な
ど
の
多
彩
な
メ
ニ
ュ
ー
で
支

援
し
ま
す
。ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◆
福
岡
県
若
者
し
ご
と
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
▼
お
お
む
ね
29
歳
ま

で
の
求
職
者
が
対
象
。

○
問
い
合
わ
せ（
福
岡
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
７
２
０
‐
８
８
３
０

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
７
２
５
‐
１
７
８
８

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.ssc-f.net

◆
福
岡
県
30
代
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援

セ
ン
タ
ー
▼
お
お
む
ね
30
歳
～

39
歳
の
求
職
者
が
対
象
。

○
問
い
合
わ
せ

　
☎
７
２
０
‐
８
８
３
１

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
７
２
５
‐
１
７
８
８

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.ssc-f.net

　
６
月
26
日
（
月
）
～
７
月
２
日

（
日
）
の
１
週
間
、「
子
ど
も
の
人

権
１
１
０
番
強
化
週
間
」と
し
て
、

「
い
じ
め
」
や
体
罰
、
不
登
校
や

子
ど
も
の
虐
待
な
ど
、
子
ど
も
に

関
す
る
人
権
問
題
の
ご
相
談
を
受

け
付
け
る
相
談
電
話
を
設
置
し
ま

す
。
法
務
局
職
員
と
人
権
擁
護
委

員
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
ひ

学　
ぶ

ふ
み
な
び

（
宇
美
町
生
涯
学
習
情
報
）

募　
集

公
共
職
業
訓
練
生

（
８
月
生
）
募
集

社
会
保
険
労
務
士
に
よ

る
年
金
相
談

40
歳
か
ら
の
個
別
就
職

相
談
（
無
料
）
実
施
に

つ
い
て

40
歳
未
満
の
若
年
求
職

者
向
け
就
職
支
援
の
ご

案
内

大
江
ひ
ろ
え
と
仲
間
た

ち
作
品
展
＆
ど
ん
ぐ
り

ア
ー
ト
展

相　
談

と
り
で
悩
ま
ず
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に

お
電
話
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】　

　
６
月
26
日
（
月
）
～
６
月
30
日

（
金
）
▼
８
時
30
分
～
19
時

　
７
月
１
日
（
土
）
お
よ
び
７
月

２
日
（
日
）
▼
10
時
～
17
時

○
相
談
先
・
問
い
合
わ
せ　

　
☎
０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０

　
（
Ｉ
Ｐ
電
話
を
利
用
さ
れ
る
方

は
、
☎
７
３
９
‐
４
１
７
５
へ

お
電
話
く
だ
さ
い
）

※
「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

で
は
、
強
化
週
間
以
外
で
も
子

ど
も
の
人
権
に
関
す
る
ご
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。（
土

日
祝
日
を
除
く
毎
日
８
時
30
分

～
17
時
15
分
・
時
間
外
お
よ
び

土
日
祝
日
は
留
守
番
電
話
対
応・

電
話
番
号
は
右
記
と
同
じ
）

　　
ふ
み
の
里
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で

は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
「
変

わ
る
・
心
と
体
」、「
育
む
・
心
と

体
」
の
健
康
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の

中
で
６
種
目
を
体
験
で
き
る
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
】　
6
月
25
日
（
日
）

【
会
場
】　
し
～
ず
・
う
み

【
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

《
10
時
～
》「
ピ
ラ
テ
ィ
ス（
50
分
）

８
０
０
円
」「
子
ど
も
も
大
人

も
み
ん
な
で
ヨ
ガ
（
50
分
）
１

人
５
０
０
円
、親
子
８
０
０
円
」

《
11
時
～
》「
脳
い
き
い
き
・
シ
ナ

プ
ソ
ロ
ジ
ー
（
30
分
）
無
料
」

「
ら
く
ら
く
エ
ア
ロ
で
脂
肪
燃

焼
（
50
分
）
５
０
０
円
」

《
11
時
40
分
～
》「
足
腰
の
び
の
び

　
体
操
（
40
分
）
３
０
０
円
」

《
12
時
30
分
～
》「
ル
ー
シ
ー
ダ
ッ

ト
ン
（
40
分
）
４
０
０
円
」

【
持
っ
て
く
る
も
の
】　
飲
み
物
、

タ
オ
ル
、
室
内
シ
ュ
ー
ズ
（
動
き
や

す
い
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
）

○
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
み
の
里
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ

　
☎
０
８
０
‐
７
０
０
４
‐
１
４
３
９

　
博
多
座
８
月
公
演
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
「
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
」（
出
演　

全
役
交
互
出
演
）
が
通
常
料
金
の

半
額
で
観
劇
で
き
ま
す
。

【
日
時
】　
８
月
１
日
（
火
）
17
時

30
分
、
２
日
（
水
）
12
時
30
分
、

17
時
30
分
、
４
日
（
金
）
17
時
30

分
、
11
日
（
金
・
祝
）
17
時
30
分

【
場
所
】　
博
多
座
（
福
岡
市
博
多

区
下
川
端
町
２
‐
１
）

【
料
金
】　
Ａ
席
７
，７
５
０
円（
通

常
１
５
，５
０
０
円
）※
別
途「
取

扱
い
手
数
料
１
枚
４
０
０
円
ほ

か
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
定
員
】　
各
回
１
０
０
名
（
応
募

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

【
申
込
方
法
】　
ハ
ガ
キ
に
希
望
公

演
日
時
（
１
通
１
公
演
の
み
）、
参

加
人
数
（
２
名
ま
で
）、
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
記
入
し
、
６
月
23
日
（
金
）

【
消
印
有
効
】
ま
で
に
〒
８
１
０

‐
８
７
９
９
日
本
郵
便
（
株
）
福

岡
中
央
郵
便
局
留
「
町
民
半
額
会
」

へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

【
当
選
ハ
ガ
キ
発
送
日
】　

６
月
27
日
頃

○
問
い
合
わ
せ
先
※
電
話
の
み

　
公
益
社
団
法
人　
日
本
演
劇
興
行

協
会　
町
民
半
額
会
事
務
局

　
☎
７
５
１
‐
８
２
５
８

　
（
平
日
10
時
～
18
時
）

　
「
ま
だ
ま
だ
現
役
で
働
き
た
い
」

「
社
会
と
繋
が
っ
て
い
た
い
」
と

お
考
え
の
シ
ニ
ア
の
み
な
さ
ん
。

第
２
の
人
生
に
向
け
た
第
一
歩
を

踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

【
日
時
】　
７
月
７
日
（
金
）
13
時

～
15
時
30
分

【
場
所
】　
は
か
た
近
代
ビ
ル
１
階

１
０
３
会
議
室
（
福
岡
市
博
多
区

博
多
駅
東
１
‐
１
‐
33
）

【
対
象
者
】
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
方

【
内
容
】

①
生
涯
現
役
で
活
躍
す
る
た
め
の

健
康
づ
く
り
（
健
康
づ
く
り
の

秘
訣
な
ど
）

②
60
歳
か
ら
の
し
ご
と
探
し
（
し
ご
と

探
し
の
ポ
イ
ン
ト
や
心
構
え
な
ど
）

※
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
個
別
相
談
を

実
施
し
ま
す
（
要
予
約
）

○
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　
福
岡
県
70
歳
現
役
応
援
セ
ン
タ
ー　

　
☎
４
３
２
‐
２
５
４
０

　
平
成
29
年
度
の
労
働
保
険
年
度

更
新
の
手
続
期
間
は
、
６
月
１
日

（
木
）
～
７
月
10
日
（
月
）
で
す
。

事
業
主
の
み
な
さ
ま
に
は
、
こ
の

期
間
中
に
労
働
保
険
料
な
ど
の
申

告
と
納
付
の
手
続
き
を
行
っ
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
年
度
更
新
手
続
き
」
に
関
す

る
詳
細
は
県
下
各
労
働
基
準
監
督

署
ま
た
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。　

○
問
い
合
わ
せ

　
福
岡
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険

徴
収
課

　
☎
４
３
４
‐
９
８
３
３

　
　
　
ま
た
は
９
８
３
４

　
平
成
29
年
度
福
岡
県
介
護
支
援

専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験
が
左

記
の
日
程
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

【
試
験
日
】　
10
月
8
日
（
日
）
10

時
開
始

【
試
験
会
場
】　
福
岡
大
学
・
九
州

国
際
大
学

【
受
験
申
込
書
の
配
布
時
期
】

6
月
1
日（
木
）～
7
月
5
日（
水
）

【
受
験
申
込
書
の
配
布
場
所
】

　

各
市
町
村
介
護
保
険
担
当
課
、

県
庁
高
齢
者
地
域
包
括
ケ
ア
推
進

課（
２
階
）、県
の
各
保
健
福
祉（
環

境
）
事
務
所　
他

【
受
験
申
込
受
付
期
間
】

6
月
5
日（
月
）～
7
月
5
日（
水
）

消
印
有
効

【
そ
の
他
】　

受
験
申
込
要
領
は
、

６
月
上
旬
を
目
途
に
（
公
社
）
福

岡
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

　
（
公
社
）
福
岡
県
介
護
支
援
専

門
員
協
会

　
☎
４
３
１
‐
４
５
９
０

　
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
南
2
丁

目
９
番
30
号

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

強
化
週
間

ふ
み
の
里
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ「
ふ
み
ス
ポ
体
験
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
」参
加
者
募
集

催　
し

そ
の
他

博
多
座

「
町
民
半
額
観
劇
会
」

セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア

応
援
セ
ミ
ナ
ー

労
働
保
険

年
度
更
新
の
お
知
ら
せ

介
護
支
援
専
門
員
実
務

研
修
受
講
試
験
の
実
施
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図書館

８日（土）　人権問題啓発講演会
　14：00～16：00　町立中央公民館
12日（水）　いきいき講座
　13：30～15：00　うみ・みらい館
25日（火）　夜間窓口
　17：15～20：00
※夜間窓口は毎月25日の17:15～20:00開設しています。
　25日が土日・祝日の場合は、翌開庁日です。

27日（木）　おもちゃ病院うみ
　10：00～12：00　し～ず・うみ
28日（金）　世代間交流子育てサロン
　　　　　（てくてくひろば）
　10：00～14：00　貴船公園・うみハピネス

その他

８日（土）、25日（火）　心配ごと相談日
　10：00～15：00　くすの杜
うみ・みらい館の「行政相談」はお休みしています。行政相談
委員へのご相談は「心配ごと相談」にお越しください。

25日（火）　弁護士相談日　要予約 6名
　13：00～16：00　くすの杜
「弁護士相談」のお申込み・お問い合わせ、「心配ごと相談」に
関するお問い合わせは宇美町社会福祉協議会　☎931-1008

相　談

５日（水）　宇美東中学校子育てサロン
　10：00～14：00　宇美東中学校１階視聴覚室
11日（火）　宇美中学校子育てサロン
　10：00～14：00　宇美中学校２階多目的室
13日（木）　宇美南中学校子育てサロン
　10：00～14：00　宇美南中学校１階多目的室

固定資産税第２期、国民健康保険税第２期、
後期高齢者医療保険料第１期、受益者負担金
第１期は、７月31日（月）です。

防災行政無線が聞き取りにくい！
そんなときは…

にダイヤルしてください。
防災無線の内容が確認できます。

0120-898-255

を

町立図書館で貸し出ししています。
ぜひご利用ください！

「広報うみ」の録音ＣＤ
【注】　役場業務時間終了後、土日祝日および夜間の水道管理については、上記の指

定水道工事店もしくは、障子岳浄水場（☎932-0252）にお知らせください。な
お、メーターから家庭内の修理については、有償の個人負担です。個人負担と
なる修理を依頼される場合は、指定水道工事店から事前に修理金額を確認
されることをお勧めします。

７月の

問い合わせ：上下水道課　☎ 934−2224
月 日 日　直 電話番号
6 14 15 ㈲粕屋ガス保安設備 932 − 0079

16 17 ㈱藤木商会 932 − 1757
18 19 ㈲大成管工 932 − 3119
20 21 ㈱光商会 932 − 0682
22 23 藤木良弘設備㈱ 932 − 1254
24 25 ㈲黒木設備 933 − 4951
26 27 合屋製作所 932 − 1331
28 29 ハヤシ設備 932 − 5586

6/7 30 1 空調サービス 933 − 1977
7 2 3 横田設備 933 − 4104

4 5 ㈲粕屋ガス保安設備 932 − 0079
6 7 ㈱藤木商会 932 − 1757
8 9 ㈲大成管工 932 − 3119

10 11 ㈱光商会 932 − 0682
12 13 藤木良弘設備㈱ 932 − 1254
14 15 ㈲黒木設備 933 − 4951
16 17 合屋製作所 932 − 1331
18 19 ハヤシ設備 932 − 5586
20 21 空調サービス 933 − 1977
22 23 横田設備 933 − 4104
24 25 ㈲粕屋ガス保安設備 932 − 0079
26 27 ㈱藤木商会 932 − 1757
28 29 ㈲大成管工 932 − 3119
30 31 ㈱光商会 932 − 0682

場　所 電話番号 休館日

図書館 932 − 0600 3日、10日、18日、24日、27日、
31日

地域交流センター
「うみ・みらい館」 933 − 2607 3日、10日、18日、24日、31日

中央公民館・各体育施設 933 − 2607 3日、10日、18日、24日、31日

宇美南町民センター 934 − 1115 3日、10日、18日、24日、31日

歴史民俗資料館 932 − 0011 3日、10日、18日、24日、31日

し～ず・うみ 932 − 0365 3日、9日、17日、24日、31日

まなびや・うみ 933 − 2607 3日、10日、18日、24日、31日

健康福祉センター
「うみハピネス」 933 − 0777 3日、10日、17日、24日、31日

老人福祉センター
「くすの杜」 933 − 1111 2日、9日、16日、17日、23日、

30日
子育て支援センター
「ゆうゆう」 957 − 6450 1日、2日、8日、9日、15日～17

日、22日、23日、29日、30日
こども療育センター
「すくすく」 934 − 3933 1日、2日、8日、9日、15日～17

日、22日、23日、29日、30日
ボランティアセンター
「ふみらぽ」 933 − 1110 2日、3日、9日、10日、16日、17

日、23日、24日、30日、31日

１日（土）　わくわくおはなし会
　14：30～15：00　図書館　おはなしのへや
12日（水）　にこにこおはなし会
　10：30～11：00　図書館　おはなしのへや
15日（土）　わくわくおはなし会
　14：30～15：00　図書館　おはなしのへや
22日（土）　夏休み子ども映写会
　11：00～11：40　うみ・みらい館　多目的ホール

26日（水）　にこにこおはなし会
　10：30～11：00　図書館　おはなしのへや
30日（日）　夏休み子ども映写会
　11：00～11：40　うみ・みらい館　多目的ホール

子育てサロン

納付期限

分　別

自 治 区 域

朝8時までに
出してください。 夜9時までに出してください。

新聞・雑紙類
ダンボール・古布類

もえるごみ
（毎週）

容器包装
プラスチック

空き缶
空きびん ペットボトル 金属類 もえないごみ

（陶器・ガラス等）

黒穂・柳原・桜原
福博中央・上の原

障子岳・三原・神山手
毎週 月 曜日 日・水 10日（月）※

24日（月） 20日（木） 27日（木）  3日（月） 17日（月）

とびたけ 1・とびたけ 2
とびたけ 3 毎週 月 曜日

月・木 11日（火）
25日（火）

18日（火）
※８月15日
（火）はお盆休
みのため収集
はありません

28日（金）  7日（金） 21日（金）
宇美東・福博鎌倉

林崎・浦田・山ノ内 毎週 火 曜日

炭焼 3・原田下
原田中央・四王寺坂 1

四王寺坂 2・四王寺坂 3
毎週 火 曜日 火・金 9日（日）※

23日（日） 16日（日） 26日（水）  5日（水） 19日（水）

辻荒木・井野
平成・ひばりが丘 1

ひばりが丘 2・ひばりが丘 3
毎週 木 曜日 日・水 10日（月）※

24日（月）  6日（木）  13日（木）  3日（月） 17日（月）

上宇美 2・上宇美本通り
上河原・馬場・下宇美 毎週 木 曜日

月・木 11日（火）
25日（火）  4日（火） 14日（金）  7日（金） 21日（金）

早見・上宇美 1・大名坂 毎週 金 曜日

鎌倉・新成・原田上
明治町・仲山・四王寺
炭焼 1・炭焼 2・炭焼 4

大谷・末広・貴船
毎週 金 曜日 火・金 9日（日）※

23日（日）  2日（日）  12日（水）  5日（水） 19日（水）

日 事業名 日時・場所

４日
（火）

３歳児健康診査
※平成26年６月生まれ

うみハピネス
受付13：30～14：00

５日
（水）

離乳食教室
※平成29年１月生まれ

うみハピネス
受付10：00～10：15

11日
（火）

１歳６か月児健康診査
※平成27年12月生まれ

うみハピネス
受付13：30～14：00

19日
（水）

７か月児健康診査
※平成28年12月生まれ

うみハピネス
受付13：25～14：00

21日
（金） 高齢者健康相談

くすの杜
（老人福祉センター）

11：00～12：00

25日
（火）

４か月児健康診査
※平成29年３月生まれ

うみハピネス
受付13：25～14：00

26日
（水）

赤ちゃん教室
※平成29年５月生まれ

うみハピネス
受付10：00～10：15

※注：８月 13 日（日）～ 15 日（火）はお盆休みのため収集はありません。

日 外　科 内科・小児科・歯科

２日
（日）

八尋整形外科医院
志免町別府１-1-6

（西鉄バス南里バス停徒歩２分）
935−2600

粕屋中南部
休日診療所

久山町久原3168-1
（県道35号線

深井交差点そば）
652−3119

９日
（日）

うえの病院
志免町志免2-10-20

（西鉄バス東志免バス停すぐ）
935−0316

16日
（日）

篠栗病院
篠栗町尾仲94

（篠栗バス停より徒歩5分）
947−0711

17日
（月・祝）

福岡青洲会病院
粕屋町長者原西4-11-8

（坪見バス停より徒歩3分）
939−0010

23日
（日）

整形外科・形成外科
よしだクリニック
粕屋町仲原2539-4

（四軒屋バス停より徒歩10分）
292−6860

30日
（日）

青洲会クリニック
志免町志免４-１-７

（下志免バス停より徒歩3分）
937−0422

７

７ ７

月

月の 月

お手持ちのカレンダーに書き写す
などしてご活用ください。

平成 29 年

◎時間 : ９時～ 17 時
◎上記時間以外は医療情報センター（471−0099）または
　粕屋南部消防署（935−5111）へ確認してください。
◎かかりつけの医療機関があれば、そちらへ連絡を。

問い合わせ
環境課　☎ 934-2226
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広告 広告

問
い
合
わ
せ

今月の納付期限

　
　
　

― 

道
標（
み
ち
し
る
べ
） 

―　

宇
美
中
央
一
丁
目
、早
見
区
公
民
館
と
宇
美
川
の
間
あ
た

り
に
、道
標
と
呼
ば
れ
る
石
碑
が
あ
り
ま
す
。高
さ
約
47
㎝

の
小
さ
な
石
碑
で
す
の
で
、こ
の
道
を
通
っ
て
も
、気
が
付
か

な
か
っ
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

不
明
瞭
な
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、三
面
に
文
字
が
刻
ま
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。復
元
し
て
図
化
し
た
も
の

が
左
の
図
で
す
。

こ
の
石
碑
は
、大
正
十
一
年
に
早
見
青
年
会
が
建
て
た
も

の
で
す
。昔
は
、こ
の
よ
う
な
道
標
が
、町
内
数
箇
所
に
建
っ

て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

宇
美
町
誌
編
さ
ん
便
り
⑥

【
町
内
に
残
る
石
碑
・
石
塔　

そ
の
５
】 82

総
務
課　
町
誌
編
さ
ん
室

☎
９
５
７
‐
６
０
８
２

17
問い合わせ　まちづくり課　共働のまちづくり係　☎934-2370

人の動き（平成29年6月1日現在）　●世帯数…15,356  （＋15）　●人口…37,263人 （－26）　●男…18,140人 （－10）　●女…19,123人 （－16）
広報うみ　◆発行…平成29年6月15日　◆編集　宇美町総務課 〒811-2192 福岡県糟屋郡宇美町宇美五丁目1番1号

☎ 092-932-1111 FAX 092-933-7512　町ホームページ http://www.town.umi.lg.jp/

町県民税第１期、国民健康保険税第１期　６月30日（金）

宇美小学校区コミュニティ運営協議会総会が行われました！

原田小学校区コミュニティ運営協議会で、 いも植えとホタル観賞会が行われました！

　５月 25 日（木）に宇美小学校区コミュニティ運営協議会の総会が行
われ、平成 28 年度の事業および平成 29 年度の活動計画などが報告され
ました。これで、町内の５つの小学校区コミュニティ運営協議会の活動
がスタートしたことになります。それぞれの地域の実態に合わせた計画
が立てられており、皆さまの地域に対する熱い思いが伝わってきます。

▲「宇美小学校区コミュニティ運営協議会」総会の様子

　５月 21 日（日）に原田小
学校コミュニティ運営協議
会（青少年育成部）で、いも
植えが行われました。
　今年は、昨年度より 300
本多い 1,200 本の苗が植えら
れました。部員の方々は、「草
抜きなど大変ですが、収穫が
楽しみです。」と言われてい
ました。

　５月 27 日（土）に原田小
学校区コミュニティ運営協
議会（青少年育成部）で、ホ
タル観賞会が行われました。
　当日、ホタルの数は少な
かったですが、子どもたちは
目を輝かせながら見ていま
した。

　
　
↓
新
原
須
恵
篠
栗
道

　
　
↑
六
反
田
障
子
岳
道

　
　
↓
早
見
宇
美
志
免
博
多
道

　
　
　
大
正
十
一
年
四
月

　
　
　
　
　
　
　 

早
見
青
年
会


